
器
用

約
１
億
年
前
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
縁
で
マ
グ
マ

活
動
に
伴
っ
て
生
成
さ
れ
た
金
鉱
床
は
、
そ
の
後
８

０
０
０
万
年
以
上
の
時
を
経
て
、
北
上
山
地
ま
で
運

ば
れ
た
。
金
鉱
床
は
石
英
の
脈
に
伴
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
れ
は
地
中
に
存
在
し
て
い
る
が
、
長
い
時

間
の
流
れ
の
な
か
で
浸
食
さ
れ
て
地
盤
は
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
岩
盤
に
は
亀
裂
が
入

り
、
む
き
出
し
に
な
っ
た
岩
石
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

多
量
の
レ
キ
が
レ
キ
岩
を
形
成
す
る
。
さ
ら
に
そ
の

レ
キ
岩
が
露
出
浸
食
さ
れ
、
砂
金
が
形
成
さ
れ
る
。

む
く

き
そ

と
ど

６

２

７

11
と
お
え
ん

ち
ぎ
ょ
う
ち

圧
倒

映

絶
妙

希
少（
稀
少
）

調
と
庸
が
３
年
間
免
除
さ
れ
た
の
は
よ
か
っ
た
が
、
３
年
後
か
ら
は

金
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
家
族
総
出
で
砂
金
取
り
に

励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
か
え
っ
て
負
担
は
重
く
な
っ
た
。

金
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
目

貴
重
・
高
価
・
腐
ら
な
い
・
錆
び
な
い
・
虫
に
食
わ
れ
な
い
・

か
さ
ば
ら
な
い
・
小
分
け
が
で
き
る

政
治
形
態
、
法
律
、
都
市
の
作
り
、
仏
教
、
詩
歌
な
ど
を
も
た
ら
し
た

金
を
財
源
と
し
て
藤
原
三
代
の
世
が
華
開
い
た
こ
と

ま
だ
高
温
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
お
り
、
プ
レ
ー
ト

そ
の
も
の
が
溶
解
す
る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
た
ら
し
い
。

先
史
時
代
、
黄
金
は
美
の
対
象
で
も
、
信
仰
の
対
象

で
も
、
ま
し
て
や
経
済
の
対
象
で
も
な
か
っ
た
か
ら

朝
貢
品

購
入
費

滞
在
費

恩
賜

【
模
範
解
答
】
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国　語

 文化学園大学

出題のねらい

　大学生として必要な読解力と文章力、すなわち、論理的文章を読んで内容や論の組み立てを理解できるか、
また、それについての自分の考えを表現する力があるかを問うことを目的として出題しています。ある程度
の長さの文章を読んで、文章全体の構成や主旨を正しく理解し、設定された問題に応じて自分の意見をまと
めることを要求します。年度によって文学史や文法の知識に関して出題することもあります。

採点後の感想・効果的な学習方法

　「出題のねらい」にも記載したとおり、大学生として要求される基本的な読解と表現の力を問う出題です
ので、普段からいろいろな文章を読み、考え、書く習慣をつけておくことが大切です。同時に設問の要求す
ることを正確に読みとり、それに応えていくことも必要です。たとえば「抜き出し」なのか、自分の言葉で
「まとめ」るのか、何字で書くことを要求されているのか、といった「きかれたことにきちんと答える」と
いう姿勢がもっとも大切です。問４では「四十字以内で書」くことを、問７、問８では「抜き出す」ことを、
問 10、問 11では「説明」することを求めています。そのような要求にきちんと答えてください。そして
繰り返し出てくる語や表現はキーワードとしてしっかり押さえましょう。また、キーワードや字数の指定は
「抜き出し」たり「まとめ」たりするための大きなヒントになります。

出題形式・内容（分野）について

　形式はこの数年変わっておらず、3000 ～ 4000 字程度の文章とそれについての 10前後の小設問で構成
された大設問が 1題というかたちで出題しています。出題範囲は現代文のみで論説文が多く、とくに文化論
や社会学・心理学に関連した文章を多く取り上げています。2025 年度のＢ日程では伊藤孝氏の『日本列島
はすごい』から出題しました。著者は地質学・鉱床学を専門とする研究者です。今回はサブタイトルに「水・
森林・黄金を産んだ大地」とあるように、日本列島がどのように黄金を産んだかを論じている部分から出題
しました。基本的な漢字の読み、書き、語の補填の問題から内容を問う問題まで、12問を設定しました。
まずは正確に文章を読みとっているかを把握することをねらいとしています。今回は地質学や歴史に関する
耳慣れない語も多く、難しい文章だと感じられたかもしれません。でもそういう文章をきちんと読みこなし
ていくことも大学生としては必要だと考えます。漢字に関してはそのような考えに基づいて、高校までの学
習範囲に限らず、一般的なものをも含めて出題しています。また、論理の展開を踏まえてきちんと内容を押
さえていることを確認するための設問を多くしてあります。問 12はこの文章の後半、北上山地で砂金が産
出される理由を150字以上 200字以内でまとめるという問題です。「二段階にわたり、天然・自然が咀嚼した」
という本文の表現をしっかり押さえてください。200 字でまとめることは試験時間の中では難しいと感じら
れるかもしれませんが、最初に問題に目を通したうえでポイントを拾っておき、解答に取りかかれば無理で
はないはずです。採点はすべて手作業で行っています。
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